
14,令和６年度農業大学校等における研修の実施計画（研修分野別）

① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③

新規参入者研修
農業従事者を対象に新規参
入者の経営戦略について習
得を目的とする

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 15 10、1 2
農業団体職員
農業者

農業簿記通信講座
農業者、農業従事者を対象
に簿記の実務処理の習得を
目的とする

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 20 11、12 2 道職員

農業経営者育成研修
（栽培経営基礎コース）

農業に従事して3年未満の農
業者を対象に基礎的農業知
識の習得を目的とする

◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15
4、6
11、12

2
道職員
農業関係機関職員

農業経営者育成研修
（農業経営分析コース）

農業に従事して3年以上の農
業者を対象に農業経営に関
する知識技術の習得を目的
とする

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 15
6、11

12、1、2
3 道職員

あおもり農力向上シャトル
研修（シャトルコース）

先進農家研修、大学校での
講義

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 概ね5名以内 5～2 1

あおもり農力向上シャトル
研修（リカレントコース）

大学校での講義 ○ ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 概ね15名以内 5～2 20

新規就農者研修
　入門コース（野菜）

新規就農（予定）者を対象
に、野菜栽培の基礎知識・
技術習得を目的とした研
修。

◎ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80 5～10 25 外部講師、普及OB

新規就農者研修
　入門コース（花き）

新規就農（予定）者を対象
に、花き栽培の基礎知識・
技術習得を目的とした研
修。

◎ 平日・土 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 5～10 20 外部講師、普及OB

新規就農者研修
　基礎コース
 （就農前ｸﾗｽ）

就農希望者を対象とした、
就農に必要な知識や技術を
習得するための研修。

◎ 平日・土 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 4～2 11
外部講師、分野専
門家

新規就農者研修
　基礎コース
 （就農後ｸﾗｽ）

新規就農者を対象に、基礎
知識・技術習得を目的とし
た研修。

◎ 平日・土 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 4～2 11
外部講師、分野専
門家

公開セミナー
（全８セミナー）

一般農業者を対象に、労務
管理、財務分析、農業簿記
等を研修する。

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 215 9～12 8
外部講師、分野専
門家

いわてグリーン農業アカデ
ミー

環境保全型農業志向、実践
農家を対象に、実践に必要
な知識を習得。

○ ◎ 平日（日中） ○ ○
事例
研修

○ ○ ○ 15 5～1 6
外部講師、分野専
門家

ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ農業ﾁｬﾚﾝｼﾞ
ｸﾗｽﾁｬﾚﾝｼﾞｺｰｽ

一般県民対象の講義・実習 ○ ○ ○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ 30 4～11 10

ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ農業ﾁｬﾚﾝｼﾞ
ｸﾗｽ農学応用講座聴講ｺｰｽ

一般県民対象の講義・実習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 4～2 12

ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ農業ﾏｽﾀｰｸﾗ
ｽ

就農に向けた実践研修 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 4～2 30

やまがた農業リーダー育成
塾

農業経営力を強化する演習
を含めた研修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 7～2 10

就農定着・経営発展支援研
修

農業経営力を強化する演習
を含めた研修

○ ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 60 12～2 3

乳製品加工研修
乳製品の基礎知識と製造技
術

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 10 5～2 1

アグリウーマン塾 女性農業者の経営力向上 ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 10 5～１ 6

講義等の講師

定員
（人）

開催
時期
（月）

開催
回数
（回）

1　農業技術・経営等に関する研修（2024年度実施計画）

学校名 研修名 研修の概要

対　　象　　者

日程

北 海 道 立 農 業 大 学 校

青 森 営 農 大 学 校

岩 手 県 立 農 業 大 学 校

宮 城 県 農 業 大 学 校

         備考
※左記の項目にお
いて、「その他」を選
択した場合、その内
容について記入。
※外部講師の属性
等についても、記
入。

新
規
就
農
希
望
者

新
規
就
農
者

一
般
農
業
者

学
生
（

小
中
高
生
）

小
中
高
校
等
の
教
職
員

そ
の
他

※該当するものを全て選択
①講義（座学）
②実習
③その他

※該当するものを全て選択
①概論（農業の基礎知識等）
②栽培技術
③農業経営・マーケティング
④加工関係（６次産業化含む）
⑤スマート農業
⑥環境配慮型農業（有機農業を含む）
⑦その他

※該当するものを全て選択
①教職員
②外部講師
③その他

講義等の形態 講義等の内容

東北農林専門職大学附属
農林大学校



① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③

講義等の講師

定員
（人）

開催
時期
（月）

開催
回数
（回）

学校名 研修名 研修の概要

対　　象　　者

日程

         備考
※左記の項目にお
いて、「その他」を選
択した場合、その内
容について記入。
※外部講師の属性
等についても、記
入。

新
規
就
農
希
望
者

新
規
就
農
者

一
般
農
業
者

学
生
（

小
中
高
生
）

小
中
高
校
等
の
教
職
員

そ
の
他

※該当するものを全て選択
①講義（座学）
②実習
③その他

※該当するものを全て選択
①概論（農業の基礎知識等）
②栽培技術
③農業経営・マーケティング
④加工関係（６次産業化含む）
⑤スマート農業
⑥環境配慮型農業（有機農業を含む）
⑦その他

※該当するものを全て選択
①教職員
②外部講師
③その他

講義等の形態 講義等の内容

就農研修 (初級)
就農希望者を対象として講
義と実習を行う。

◎ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30
5～7月
9～11月

10

就農研修 (中級)
就農予定者及び就農者を対
象として、講義と演習、見
学を行う。

◎ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 5～8月 34

就農研修 (施設利用研修)
就農意欲が高い者を対象と
して、就農に向けた技術習
得支援を行う。

◎ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 若干名 随時 随時

長期就農研修
 (施設野菜 他 ６コース)

就農予定者及び就農者を対
象として、本校又は試験研
究施設において職員の指導
を受けながら実習等を行
う。

◎ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 １年間
講師(その他)は研
究所職員

農産加工研修
 (基礎コース)、(応用コー
ス)、(技術コース)、(施設
利用研修)

農産物加工販売者等を対象
として、加工に関する技能
及び食品表示等の法令を習
得する。また、商品開発活
動への支援を行う。

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 50 5～10 11

公開講座 (家庭菜園コー
ス)、(趣味の草花コース)

農業者以外の者を対象とし
て、家庭菜園及び花き園芸
の講習を行う。

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 60 2

いばらき営農塾野菜入門Ａ
コース（育成教育）

新規就農者（定年帰農者を
含む）の野菜栽培技術習得

◎ ◎ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12+10 5～9 3
GAP、農業機械・農
作業安全

いばらき営農塾野菜入門Ｂ
コース（育成教育）

新規就農者（定年帰農者を
含む）の野菜栽培技術習得

◎ ◎ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12+10 9～2 27
GAP、農業機械・農
作業安全

いばらき営農塾フォロー
アップコース（育成教育）

新規就農者（定年帰農者を
含む）の野菜栽培技術習得

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ 6 6～1 27

就農準備基礎研修
農業経営の基礎知識及び技
術の習得

◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80 4～1 20

就農準備専門研修Ⅰ
作物別の専門知識や栽培技
術の習得

◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4～3 30

就農準備専門研修Ⅱ
作物別の専門知識や栽培技
術の習得

◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4～3 100

とちぎ農業ビジネススクー
ル

経営改革プランの作成と経
営者としての意識改革及び
経営スキルの習得

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 20 6～2 180

福 島 県 農 業 総 合 セ ン タ ー
農 業 短 期 大 学 校

茨 城 県 立 農 業 大 学 校

60
栃 木 県 農 業 大 学 校



① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③

講義等の講師

定員
（人）

開催
時期
（月）

開催
回数
（回）

学校名 研修名 研修の概要

対　　象　　者

日程

         備考
※左記の項目にお
いて、「その他」を選
択した場合、その内
容について記入。
※外部講師の属性
等についても、記
入。

新
規
就
農
希
望
者

新
規
就
農
者

一
般
農
業
者

学
生
（

小
中
高
生
）

小
中
高
校
等
の
教
職
員

そ
の
他

※該当するものを全て選択
①講義（座学）
②実習
③その他

※該当するものを全て選択
①概論（農業の基礎知識等）
②栽培技術
③農業経営・マーケティング
④加工関係（６次産業化含む）
⑤スマート農業
⑥環境配慮型農業（有機農業を含む）
⑦その他

※該当するものを全て選択
①教職員
②外部講師
③その他

講義等の形態 講義等の内容

ぐんま農業実践学校
野菜専門技術コース

野菜の栽培管理技術、多様
な就農形態に必要な専門知
識の習得

◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20
4～3月の火・
金曜日午前

15

ぐんま農業実践学校
有機農業コース

野菜の基礎的な有機栽培技
術の習得 ◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20

4～12月の木
曜日午前

70

ぐんま農業実践学校
野菜基礎技術コース
春夏野菜専攻

露地野菜の基礎的な栽培管
理技術の習得 ◎ ○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22

4～8月の
日曜日午前

25 県職員OB(普及)

ぐんま農業実践学校
野菜基礎技術コース
秋冬野菜専攻

露地野菜の基礎的な栽培管
理技術の習得 ◎ ○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22

7～12月の
日曜日午前

12 県職員OB(普及)

ぐんま農業実践学校
いちごコース

農業に対する基礎講義や農
作業の体験 ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5

7～2月の
水曜日午前

10
県職員OB(試験場、
普及)

トラクター操作研修 ﾄﾗｸﾀｰの各種機能と基本操作
について習得 ○ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 10 7月2回 8

概論（トラクターの
基礎知識等）ほか

農業体験講座 農業に関する基礎講義や農
作業の体験

◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 随時 2

農と食のふれあい講座
手作りを楽しむ　梅加工

東日本一の梅の生産地をｱ
ﾋﾟｰﾙするため梅の加工自習
を行う

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 15 6月 8

農と食のふれあい講座
刈り払い機の基本操作

刈り払い機の基本的な操作
方法の講義実習

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 10 6月 1
概論（刈り払い機の
基礎知識等）ほか

農と食のふれあい講座
秋冬野菜づくり

白菜、大根、ホウレンソウ
等の秋冬野菜のつくり方 ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 20 7月 1

農と食のふれあい講座
キュウリ、ナスの管理

キュウリ､ナス等の栽培管理
（実習） ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 15 7月 1

農と食のふれあい講座
小型管理機の基本操作

小型管理機(耕耘機)の基本
的な操作方法について実習 ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 10 10月 1

概論（小型管理機の
基礎知識等）ほか

農と食のふれあい講座
家庭で楽しむ果樹の整枝・
せん定

ブルベリーの整枝せん定に
ついて(講義､実習) ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 10 2月 1

農と食のふれあい講座
春夏野菜づくり

キュウリ､ナス等の春夏野菜
のつくり方（講義） ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 20 2月 1

農と食のふれあい講座
家庭で楽しむ花き栽培

夏の花壇苗づくりと花壇の
管理 ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 15 3月 1

埼 玉 県 農 業 大 学 校 実施していない 1

就農準備講座
基礎的な農業知識に触れ、
農作業を体験

◎ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前期15
後期15

5～6
9～10

大学校職員、農業
関係機関職員、民
間講師等

農業者養成研修
　基礎研修（3か月）

農業技術・経営に関する基
礎的な知識の習得

◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前期5
後期5

4～6
9～11

2
大学校職員、農業
関係機関職員、民
間講師等

農業者養成研修
　専門研修（6か月）

基礎研修の内容と農家実習 ◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前期5
後期10

4～9
9～2

2
大学校職員、農業
関係機関職員、民
間講師等

農業者養成研修
　部門別研修（12か月）

専門研修の内容と実践的な
知識の習得

◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 4～3 2
大学校職員、農業
関係機関職員、民
間講師等

就農実践研修（12か月）
模擬経営を通じ、就農に必
要な経験を積む

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 5 4～3 1 大学校職員

樹勢診断と回復技術講座
植木等の樹勢診断と回復技
術の習得

◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 30 10 1 ＮＰＯ法人役員

新規就農者育成研修農業体
験コース

本県農業概要、就農ガイダン
ス、農業実習

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 9、11 1 農業者

新規就農者育成研修農福連
携コース

本県農業概要、就農ガイダン
ス、農業実習

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 11 2 農業者

新規就農者育成研修女性農
業体験コース

本県農業概要、就農ガイダン
ス、農業実習

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 9 1 農業者

群 馬 県 立 農 林 大 学 校

千 葉 県 立 農 業 大 学 校

神 奈 川 県 立 か な が わ
農 業 ア カ デ ミ ー



① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③

講義等の講師

定員
（人）

開催
時期
（月）

開催
回数
（回）

学校名 研修名 研修の概要

対　　象　　者

日程

         備考
※左記の項目にお
いて、「その他」を選
択した場合、その内
容について記入。
※外部講師の属性
等についても、記
入。

新
規
就
農
希
望
者

新
規
就
農
者

一
般
農
業
者

学
生
（

小
中
高
生
）

小
中
高
校
等
の
教
職
員

そ
の
他

※該当するものを全て選択
①講義（座学）
②実習
③その他

※該当するものを全て選択
①概論（農業の基礎知識等）
②栽培技術
③農業経営・マーケティング
④加工関係（６次産業化含む）
⑤スマート農業
⑥環境配慮型農業（有機農業を含む）
⑦その他

※該当するものを全て選択
①教職員
②外部講師
③その他

講義等の形態 講義等の内容

就農トレーニング塾（年間
10回）

就農希望者に対して果樹、
野菜栽培体験の場を提供

◎ ○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ 94 5～12 1
2地域居住者、外部
講師は農家

就農トレーニング塾（平
日）

就農希望者に対して果樹、
野菜栽培体験の場を提供

◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 40 5～11 10 農福連携施設職員

新規就農里親前基礎研修

将来長野県内で就農を希望
する者に、基礎的な農業知
識・技術を習得するため研
修。

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20名/回程度 4～3 20

先進農家研修、大
特免許の取得、自
己ほ場管理
先輩農業者。専門
家等

新規就農里親研修

長野県内で就農を希望する
者に、農大研修部での実技
研修と里親の下での現地実
務研修を組み合わせた総合
的な研修で、就農後の早期
の経営確立を目指す。

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 4～3 10

大特免許の取得、
パイプハウス解体・
組立
専門技術員、専門
家等

就農体験研修

長野県内での就農を考えて
いる者を対象に、農業体験
や就農への動機付けをする
研修

○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20/回程度 4～1
集合研修

11
先進農家研修
先輩農業者等

農ある暮らし入門研修

田舎暮らしや半農半Ｘへの
志向が高まる中、長野県内
への移住希望者や既に移住
した者等を対象に、農に触
れ、農を楽しむ体験型研修

○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20/回程度 5～11 6 先輩者視察

児童等農業体験研修

幼児・児童等を対象に、農
作業体験を通じて農業や食
に関する理解を深めてもら
い、農業の大切さを知って
もらう研修

○ 平日（日中） ○ ○ ○ － 5～10
4

ｵﾌﾟｼｮﾝ4
農業体験

スマート農業機械操作研修
スマート農業関連機器等の
操作方法等を学ぶ研修

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 30程度 7 適宜数回 農機メーカー

農業法人の雇用就農者スキ
ルアップ研修

若手の法人雇用就農者の技
術力アップを図る研修

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 4～12月 2

大特免許の取得、
パイプハウス解体・
組立
専門技術員、専門
家等

農作業安全推進研修

減少に歯止めがかからない
農作業事故に対応するた
め、指導的立場の者を中心
に、農作業安全意識の向上
や農業機械等の安全操作を
学ぶ研修

○ ○ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25程度 12 7
トラクター事故体験
農機メーカー、研究
員、専門技術員

アグリビジネス講座
新規市場開拓や新たな商品
開発等に必要な基礎知識

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ 10 11～12 1

アグリ実践講座
農業の生産に関する基礎的
知識や基本技術の講義・実
習

◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ 10 8～11 6

就農実践技術コース
就農に必要な基礎知識や技
術の習得

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 4～11 7
県職員OB、農業者
等

就農実践経営コース
農業経営に関する基礎知識
と経営計画の作成

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 20 11～3 1
県職員OB、農業者
等

農産加工基礎研修
農産加工の基礎の習得及び
視察等による加工の取組方
法の習得

○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 概ね10 6～12 1
県職員OB、農業者
等

農産加工特別研修
加工に取り組む農業者の個
別の課題解決

○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 各回20程度 5～2 7

経営管理・複式簿記基礎研
修

経営管理の基礎を学ぶこと
による、経営のスタートや
維持発展

○ ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 40程度 12 約10 普及指導員

専 門 学 校 山 梨 県 立
農 林 大 学 校

長 野 県 農 業 大 学 校

静 岡 県 立 農 林 環 境
専 門 職 大 学 短 期 大 学 部

新 潟 県 農 業 大 学 校
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講義等の講師

定員
（人）

開催
時期
（月）

開催
回数
（回）

学校名 研修名 研修の概要

対　　象　　者

日程

         備考
※左記の項目にお
いて、「その他」を選
択した場合、その内
容について記入。
※外部講師の属性
等についても、記
入。

新
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望
者
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就
農
者

一
般
農
業
者

学
生
（

小
中
高
生
）
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職
員
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他

※該当するものを全て選択
①講義（座学）
②実習
③その他

※該当するものを全て選択
①概論（農業の基礎知識等）
②栽培技術
③農業経営・マーケティング
④加工関係（６次産業化含む）
⑤スマート農業
⑥環境配慮型農業（有機農業を含む）
⑦その他

※該当するものを全て選択
①教職員
②外部講師
③その他

講義等の形態 講義等の内容

岐 阜 県 農 業 大 学 校 農福連携栽培技術基礎講座

農福連携の取り組みを推進
するため、福祉関係事業所
の支援員等を対象に野菜栽
培に関する知識と技術の習
得を図る。

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 4～11 1

ニューファーマーズ研修
Ｕターン及び新規就農希望
者を対象とした農業基礎研
修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 4～2 10
実習は自家又は先
進的農家で実施

農業者育成支援研修
新規就農希望者を対象とし
た農業基礎研修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 5～1 1(30日)

農業技術研修

離職者を対象とし、新規及
び雇用就農のための職業訓
練を目的とした、農業基礎
研修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 5～1 1(100日)

経営管理研修
経営管理・分析・企画・危
機管理能力等を向上させる
知識・技術の習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 140 4,8,10 1(160日)

生産高度化研修
部門別に新技術及び経営に
関する知識を習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 920 4～2 3

農産物利活用研修
起業や６次産業化に必要な
農産加工等に関する知識・
技術の習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 20 11 10

ＧＡＰ研修
ＧＡＰ手法に関する知識の
習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 40 9,10 1
GAPについて理解し
経営改善に活かす

あいち農業経営塾

経営管理・マーケティン
グ、財務管理等、高度な知
識・技術の習得と経営改善
計画の策定

○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 20 8～2 2
GAPについて理解
する

就農チャレンジ研修 就農に向けての基礎研修 ◎ 土日 ○ ○ ○ ○ 年間 12
県新規就農業務担
当者、農林業支援
センター担当者

援農・就農農業技術習得研
修

新技術・機械操作の習得 ◎ ◎ ○ 土日 ○ ○ ○ 年間 2

農業高校生等特別講座
農業高校生対象　農業技術
及び知識の習得

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ なし 8 4

新規就農準備講座
新規就農希望者対象　技術
の習得

○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 5, 9 1

就農ステップイン講座
秋野菜の播種育苗から管理
収穫まで基礎技術の習得

○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 8～11 2

農業経営力向上講座
経営開始間もない農家を対
象に経営分析を含めた能力
向上研修

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 20 12～3 5

緑の学園
農業高校生に農業気合、畜
産業の知識と体験

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 35 8 4

短期プロ農家養成研修集中
講座

農業技術を習得して農業を
開始しようとする方等を対
象に農業の基礎知識につい
ての講義と栽培ほ場での実
習を中心に構成

○ ○ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 18 5～3 1

農業入門講座

農業技術を習得して農業を
開始しようとする方等を対
象に大阪で就農するにあ
たっての心構えや農薬の適
正使用、農業機械を扱う上
での安全確保について説明

○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ 各回20 7・2

野菜コース
30程度

果樹コース
20程度

滋 賀 県 立 農 業 大 学 校

京 都 府 立 農 業 大 学 校

地 方 独 立 行 政 法 人
大 阪 府 立 環 境 農 林 水 産
総 合 研 究 所 農 業 大 学 校

愛 知 県 立 農 業 大 学 校

三 重 県 農 業 大 学 校
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講義等の講師

定員
（人）

開催
時期
（月）

開催
回数
（回）

学校名 研修名 研修の概要

対　　象　　者

日程

         備考
※左記の項目にお
いて、「その他」を選
択した場合、その内
容について記入。
※外部講師の属性
等についても、記
入。
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①講義（座学）
②実習
③その他

※該当するものを全て選択
①概論（農業の基礎知識等）
②栽培技術
③農業経営・マーケティング
④加工関係（６次産業化含む）
⑤スマート農業
⑥環境配慮型農業（有機農業を含む）
⑦その他

※該当するものを全て選択
①教職員
②外部講師
③その他

講義等の形態 講義等の内容

有機農業実践研修
新規就農者等を対象とした
有機農業技術習得

○ ◎ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 4～1 1
農産物の安全安
心、大学名誉教授・
大学講師

就農チャレンジ研修
就農希望者等を対象とした
農業基礎研修

◎ ◎ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 6～2 10
就農に向けた準備・
心構え、県職員OB・
種苗メーカー

新規就農者等育成研修
農業の生産から販売までの
実践及び経営労務管理の実
践研修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 9～8 10
視察・現地指導、先
進農家、メーカー

農業新規参入者支援事業
のうち基礎研修

農業新規参入希望者の円滑
な就農を支援するための技
術や経営ノウハウの研修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 4～7 40

アグリスタートアップ研修
野菜等の販売を目的とした
生産を行おうとする者を対
象とした短期研修

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 5～7 40

社会人課程

農業分野への就職、新規就
農希望者に対し、基礎的な
農業技術を研修し、新たな
農業の担い手を育成する

○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 5～2 17

オープンキャンパス

本校への進学希望者に対
し、学校概要及び進路の説
明と学生による学校紹介を
行う

○ ○ ○ 土日 ○ ○ ○
7～9
3

1

就農体験研修 農作業の体験 ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 10 要相談 4

食の6次産業化プロデュー
サー育成講座

実践的な6次産業化の学習
財務会計、マーケティング

○ ○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 24 7～11 －

特別集中講義

県内で自営就農等を目指す
方を対象とした農業経営に
必要な基礎・実践技術の修
得

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 6～1 2

しまねの農林業体験教員研
修

教員を対象とした農林業体
験

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 40 8 1

岡 山 県 農 林 水 産 総 合
セ ン タ ー 農 業 大 学 校

実施していない 1

広島県立農業技術大学校 大学校体験研修

講義・実習等を体験し、農
業に対する理解を深めると
ともに、進路選択の参考に
する。

○ ◎ ○ 平日(日中) ○ ○ ○ ○ ― 随時 随時

短期入門研修

新規就農や法人就業を検討
する者を対象とし、基礎的
な講義や農作業体験等を実
施する

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ 50 5～1 15

山口県立農業大学校 作目別基礎研修

新規就農や法人就業等を目
指すきっかけづくりとし
て、基礎的な知識や技術の
習得を図る

◎ ○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 85 4～12 11

担い手養成研修
新規就農に必要となる実践
的な技術の習得や農業経営
等の知識習得を図る

◎ 平日（日中）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35 通年 通年

な ら 食 と 農 の 魅 力
創 造 国 際 大 学 校

和 歌 山 県 農 林 大 学 校

鳥 取 県 立 農 業 大 学 校

島 根 県 立 農 林 大 学 校

兵 庫 県 立 農 業 大 学 校
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講義等の講師
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講義等の形態 講義等の内容

営農基礎講座
①就農予定者等
②初歩からの農業技術の習
得

◎ ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 2クラス×15
4～8
8～2

12

農業学びネット(通信講座)
①新規就農希望者
②農業の基礎知識の習得

◎ ○ ○ ○ ○ なし 7～12 2クラス×15

農業法人・食品会社
見学、外部講師･･･
大学教授、食品会
社社員等

農業経営者育成講座
①一般農業者等
②農業経営に必要な知識の
習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 4～3 11

農業の環境負荷低減技術講
座

①一般農業者等②農業の環
境負荷低減技術に関する知
識の習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ 20 6～10 32

６次産業化講座
①一般農業者等②６次産業
化に必要な知識の習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 20 4～9 12

徳島かんきつアカデミー
【生産技術力向上コース】

①一般農業者等
②かんきつ栽培の技術の習
得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 25程度 4～3 16

徳島かんきつアカデミー
【中核的人材育成コース】

①一般農業者等
②かんきつ栽培の初歩から
応用までの技術の習得

○ ○ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5程度 4～3
週に1～2
開校

就農実践研修 栽培管理技術の習得等 ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 4～3 200 就農の支援施策

就農準備研修Ⅰ期 栽培管理技術の習得等 ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 4～9 1

就農準備研修Ⅱ期 栽培管理技術の習得等 ◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 10～3 1

農業基礎講座
就農に向けての知識の習得
等

◎ ◎ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 7、11 1

農業担い手育成塾
実践的な農業の知識や栽培
技術を習得するための講
義・実習

○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 6～2 2

農業やろう塾
基礎的な農業（主に野菜）
の知識、技術を習得するた
めの講義・実習

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 6～1 30

農業革新挑戦塾
県内の意欲ある農業経営者
を対象に、経営管理・販売
戦略・６次産業化等を学び

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 6～2 10
障がい者及び就労
支援者

農業ＤＸ公開講座
デジタルツールや、スマー
ト農機を活用し、農作業の
省力化やコスト低減を図

○ ○ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 50 6～2 13

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合
技 術 支 援 セ ン タ ー
農 業 大 学 校

香 川 県 立 農 業 大 学 校

愛 媛 県 立 農 業 大 学 校
(えひめ農業未来カレッジ)
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高 知 県 立 農 業 大 学 校 該当なし 6
外部講師：大学栄養
学科教授

農福連携講座
傷害のある方等を対象に農
作業体験研修を実施する

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 90 7,8,10,11,1 5

雇用就農希望者トライアル
就農支援事業基礎研修

雇用就農希望者が農作業の
基礎を学ぶことを支援

○ 土日 ○ ○ ○ ○ ○ 30 6

ふくおか農業トップラン
ナーキャリアアップ講座
「スタートアップ農産加
工」

農産加工での起業や経営参
画に向けHACCP等を取り入れ
た加工技術を学ぶ

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 10 11 1

スマート水田農業機械研修
スマート水田農業機械の実
作業体験、農作業安全講習

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 6～10 2

施設ナス環境制御研修
総合環境制御による栽培技
術の習得

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 11～1 4

ナシ・ブドウ新規就農者研
修

基本管理技術の習得、機械
の操作、メンテナンス方法
の研修

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 6 6～2 3

農産加工支援研修（基礎）
農産加工の知識・技術の習
得

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 7～9 4

長 崎 県 立 農 業 大 学 校 県の他の期間が実施 7

プロ経営者コース
即戦力として本格的な農業
経営を目指す。一人１棟の
ハウスを自己管理する

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 4～3 1
北海道大学スマート
農業教育拠点室等

実践農業コース
野菜・畑作物栽培等に関す
る基礎技術の講義及び実習

◎ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 4～12 1

くまもと農業アカデミー
最先端技術紹介、有機農業
講座、鳥獣被害対策等

○ ◎ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4～3 1

大 分 県 立 農 業 大 学 校 スマート農業研修in大分県
当校学生及び高校生を対象
としたスマート農業に係る
研修会及び実習

◎ ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 100 8月28日 調整中

宮崎県農業実践塾（経営実
践長期コース）

園芸ハウス等を年間活用し、就農
に必要な野菜栽培の実践的な知
識、技術を習得する。

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 7～翌年6 1

宮崎県農業実践塾（基礎体
験コース）

受講生専用のブログを活用し農業
の基礎を在宅にて学習する。年間
４回程度実習を行う。

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 6～翌年5 1

宮崎県農業実践塾（体験講
座）

経営実践コースを体験する。 ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 3 1

かごしま営農塾夜間塾
農業の経験のない，初心者
を対象に野菜づくりの基礎
知識や就農に関する講義

○ 夜間 ○ ○ ○ ○ 80 7～8 1 県関係部署職員

かごしま営農塾就農支援研
修

就農希望者を対象に露地野
菜などの栽培管理や農業機
械の操作など実践的な研修
の実施

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 7～3 5
就職について（外部
講師：キャリアコンサ
ルタント）

かごしま営農塾実践コース

認定就農者の経営開始に向
け，理論と実践を組み合わ
せたより専門的かつ実践的
な農業技術・知識を習得す
る

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 随時 60

沖 縄 県 立 農 業 大 学 校 家畜人工授精師養成講習会 ◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 8 －

農業者育成科
茨城県による委託訓練事業
で、農業での就労を目指す
主に社会人の方を対象に座

◎ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 6～12 1

チャレンジファームスクー
ル

農業に関して興味関心のあ
る方を対象に開講。栽培技
術についてを実習メインで

○ ○ ○ ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ 15 4～3

福 岡 県 農 業 大 学 校

佐 賀 県 農 業 大 学 校

熊 本 県 立 農 業 大 学 校

宮 崎 県 立 農 業 大 学 校

鹿 児 島 県 立 農 業 大 学 校

鯉淵学園農業栄養専門学校
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夏季短期講習 入学体験 ○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 30 7～8
農林体験学習 農林業等体験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5～10 2

諏訪地区新任教員研修
諏訪地区の小中学校新任教
員を対象にした研修

○ 平日（日中） ○ ○ ○ ○ ○ 40 5 毎日
八ヶ岳中央農業実践大学校


